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サ ー チ を 行 う 条 件

遠 藤 薫

1.は じめに'

売手はそれぞれ独 自の価格で品物を売っているが,買 手にはだれが どんな価

格で売っているかわか らない とき,あ るいはある仕事に関 して企業はそれぞれ

独 自の賃金で雇用 しようとするが,職 を求めている人にはどの企業が どれだけ

の賃金を提示 しているのかわか らない とき,よ り低い価格,あ るいはより高い

賃金を求めてどの売手が どんな価格かを,あ るいは どの企業がどんな賃金かを

知ろ うとする行動が とられる。 これをサーチとい うが,サ ーチのために費用が

かかるとき,ど の ようにあるいはどの程度にサーチを行 うとよいか とい う問題
　

が生 じ,ス テ ィグ ラー一 〔8〕 以 後 多 くの研 究 が な され てい る。 ステ ィグラーは

あ らか じめ最適 なサ ーチ回数を決 めてサ ーチを行 うモデルを用いて分析を行 っ

たが,そ の後 は サ ーチ を行 うた び に も うサ ーチを止 め るか あ るいは さ らに続け

るかを最適に決 めるモデルが用 い られてい る。いず れの場合 も価格 あるいは賃

金 等を確率多数 とみ な して考えるので,前 者 は 固 定 サ ソプル ・サ イ ズ ・モデ

ル,後 者 は逐 次(サ ソプ リソグ)モ デル とよば れ る。

そ こでは通 常1つ の市 場 が サ ーチ の対 象 とな るが,た とえば地 域 の別 を考 え

る こ とに よ り,複 数 の市 場 を 対 象 とす る こ ともで きる。 この ときは,ど の市 場

を選 択 して サ ーチす るか が問額 とな る。遠藤 〔1〕 は価 格 が一一様 分 布 に した が

う場 合 について考察 したが,そ こでは まず サ ーチ を行 った ほ うが よいか ど うか

につ いて知 る必要が あ り,サ ーチ 費用 を か けず に で た らめに行って買 った とき

のほ うがサ ーチを して買った ときよ り良いな らサ ーチを行わ ない として若干の
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結論を得た。 しか しサーチを行 うか どうかについてのこの考え方は必ず しも一

般的ではな く,ど うい う状況あるいは仮定のもとでのサーチを考えているかに

よっていろいろな考え方があ り得 る。そ こで本稿の第2節 ではサーチを考える

場合のい くつかの仮牢について考察 し,第3節 ではサーチを行 うかどうかにつ

いてのい くつかの考え方を検討す る。第4節 では価格が正規分布に したが う場

合についてサーチを行 う1つ の条件を求める。

2.仮 定 につ い て

本稿で問題 とする最も単純な逐次モデルにおいてはまず価格は既知の確率分

布に したが うとい う仮定が とられる。売手の ところに行って価格を確かめなけ

れぽ価格がわか らない状況を価格は確率変数であ り,あ る確率分布に したが う

としてとらえるのであるが・ 市場全体での価格㊧平均値,分 散 あるいは最小

値,最 大値などや確率分布の型を買手は完全に知 っているとするのである。そ

して買手が売手の どころに行って価格を確かめることは1つ のサソプルを取 り

出す ことに相当すると考え,い くつか取 り出されるサソプル としての価格は互

いに独立に同一の前記の確率分布に したが うと考える。同一の確率分布 とい う

ことに関 しては,買 手がサーチを終えるまで売手は価格を変 えないと考えても

よく,ま た変えた としても市場全体での価格についての確率分布が全体 として

は変化 しない と考えてもよい。独立 とい うことに関 してはある売手の価格 と似

た ような価格を次の売手 もつけているのでは とい うような予断を持つわけには

いかない と解す ることがで きる。地理的には隣あった売手の価格に 相 関 は な

く,し たがってサーチを行 う人は系統的,組 織的なサーチの仕方を考える必要

はないとい うことである。このことは後で示 されるように,最 適なサーチを考

え.;るときはいつサ ーチを止めるとよいかだけが問題 となることを 意 味 してい

るo

次にサーチ1回 あた りの費用は一定であるとし,サ ーチは何回行?て もよい

とする。 このサーチ費用ををCで 表わ しサー一チ回数をnで 表わす。サー一・チ費用

Cは 通常正である。買手がサーチを止めた ときに"個 の価格を確かめていた と
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き,買 手はこの中か ら最低の価格の売手を選びそ こへ行って買 うことにし,こ

の とき最低価格 とサーチ費用の総額 伽 との和をもって総費用 と言 うことにす

る。 この場合は以前に確かめたことのある価格でも買 うことができるとしてい
く　ひ

るので リコールのある場合 といわれ る。 これに対 してサ ーチを止 めた ときには

最後 にサ ーチを した ところでだけ買 うことが で きる とす る場 合は リコールのな
ぐきコ

い場合 といわれ,最 後の価格 とサーチ費用の総額 との和を もって総費用 と言 う

ことにす る。いずれの場合でも総費用を最小にすることを 目的に,い つサーチ

を止めてもよい とい う条件のもとでの最適な吾一チの仕方は,

∫ 一£(・-x)dF(x)一 ・(・)

とな るよ うなs以 下 の価 格 を 得た ら,そ こでサ ーチを 止 め る とよい とい うこと

ごむ

である。ここでF(x)は 確率変数 としての価格の分布関数,xは 価格の とり

うる値である。なおsと い う価格を得た ときはそ こでサーチを止めてもあるい

はさらに続けても差はないのであるが,こ こではサーチを止めるとい うことに

した。(1)式 の経済的な意味は,さ らに1回 サーチを行った ときの最低価格

の減少分の期待値が1回 あた りのサーチ費用c(限 界費用)に 等 しくなるよう

に ∫が決定されるとい うことである。

確率分布が既知で,サ ーチ費用cが 所与であるかぎ りこのsは サーチを行 う

前にあらか じめ知 ることができる。 したがって リコールが許されている場合で

も最適なサーチの仕方の中に以前に確かめた価格のところに もどって買 うとい

うサ ーチの仕方は入 らないことになる。価格を確率変数 として(1)式 が導か

れているのであ り,サ ーチを止めるか続けるかについては期待値 との比較でも

って決定が行われている。 したがって もちろんサーチを終った段階で以前のあ

る価格の ところでサーチを止めておけばよかったのに とい うことは起 りうる。

ここで期待総費用ほサーチ回数が幾何分布に したが うことか ら(1)式 を満た

すSに なることが知 られている。

(2〕 マ ック ィー ン,ミ ラ ー 〔3〕 参 照 。

(3)坂 口 〔5〕 第2節,マ ッ コー ル 〔4〕 参 照 。

(4)坂 「コ 〔6〕 第4章 参 照 。
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・高い賃金のサーチの場合は
,得 ることので きる賃金か らサーチ費用の総額を

引いた ものに関 して最大化が行われ,

∫ 讐(x-・)dF(i])-c1(2)

にユ

となるs以 上の賃金を得ることができるな らそ こでサーチを止めるとよい。こ

のときsは 最大化を目的 とされた,賃 金か ら総サーチ費用を引いた もの(利 得

とい う)に ついての期待値 となる。

本来は一般的な効用関数を考えて最大化を行 うのが望ましいのであるが,単

純な逐次モデルの場合は線形の効用関数を考えていることになる。

以上に述べた ようない くつかの仮定の もとでは最適なサーチの 仕 方 の 問題

が,サ ーチの最適な停止あるいは終了の仕方の問題に限定されてもそれで十分

であるとい うことになる。たとえばどこをサーチするとよいかなどとい う問題
＼

が入 り込む余地はない。またサーチを行ったほ うがよいか どうかについては別

に考えなければな らない問題 となる。次節ではこのサーチを行 うか どうかにつ

いてのい くつかの考え方を考察する。

3.サ ーチ を行 う条 件

サ ーチを した場合 としない場合を比べてどちらが良いかを判断するのが 自然

であるが,サ ーチを しない場合をどう考えるかによってちがいが出て くる。次

に3つ の考え方を取 り上げる。

(A)サ ■一・チを しないで現状のままでいることとの比較

サーチを しないで現状のままいることに一定の値を与え,サ ーチを した場合

の期待緯費用(最 小化の とき)あ るいは期待利得(最 大化の とき)と 比較 して

サ ーチを行 ったほ うが よいか ど うかを決め る ものである。た とえば現在 ある家

に住 んでいて,現 在 の ままで も よい が,新 し く家 を 買 って別 の家 に住 む の もど

うか と考 える。 この ときは現在 のままでい ることに一定 の価値 を与 え,こ れ と

別Q家 を さが して 移 った と した ら得 られ るであろ う価値か らサ ーチ費用に相 当

(5)注(1)～(4)で 参照 した文献ではすメて最大化の問題が取 り扱われている。
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する分を引いて得 られる値 とを比較 して前者が大であれば現状のままでいて,
こ　ヤ

後者が大 であればサ ーチを行 うとい うことにす る。

また職 を求め る とき,職 につ か ない ま まで も何 らか の収入が あ るな ら,こ れ

と費 や した サ ーチ 費用 を 引い た うえでの職 についた ときの収 入 とを比べて,前

者 が 大 で あ れば サ ーチをせ ず,し た が って職 に つ かず,後 者 が大 で あれ ばサ ー
　

チを して職につ くことに なる と考 え られる場合 もある。

以上 の よ うな場合,サ ーチを しな いで現 状 の ままで いるこ とに対応す る値は

個人に よってちがって くるが,こ の値 を(2)式 の ∫に 入 れ る とこの値 に対応

す るcが 得 られ る。 これ をc*と す る と,1回 あた りのサ ーチ費 用 がc*よ り小

な らサ ーチ した ときの期 待 値 がサ ーチ しない ときの値 よ りも大 となるのでサ ー
ゆ

チ したほ うが よく,逆 にc*よ り大 な らサ ーチ を しない ほ うが よい こ とに なる。

もちろん この境界 点C*は 個 人に よって ちが って くる。

(B)零 との比較

サ ーチを した と きに 負 の値 も正 の値 も起 り得 る場合を考え,負 の値 につ い て

は支払 を,正 の値 に つ い ては 受取 を意 味す るとい う一極 のゲームを考える。サ

ーチ費用は支払 となる
。 この ときサーチをす るか ど うか,あ るい は この ゲー ム

に 参加 す るか どうかは,サ ーチを行 った とき,あ るいは ゲ ー ムに 参加 した とき
ゆ

の期待利得(受 取)が 零 よ り大 か ど うかに よって 決 まるであろ う◎ この場合は

(A)の 考 え方 の特 別 な場 合 で あ り,現 状 の ま ま何 も しな い でい る こ とに対 し

て零 の値を与 えた ことに なるo

(C)分 布 の平均 値 との 比較

低 い価 格 の サ ーチにおいて,た また ま買 手 は ど う して もあ る品物 を買わなけ

ればな らないが,買 手 は サ ーチ を して か ら買 うこ ともサ ーチを しないで買 うこ

(6)マ ックィーン,ミ ラー 〔3〕 の例。

⑦ マ ッコール 〔4〕,リ ップマソ,マ ッコール 〔2〕参照。

(8)リ ップvソ,マ ッコール 〔2〕参照。

(9)坂 口 〔5〕第2節,〔6〕 第4章 参照。

⑩ 遠藤 〔1〕第2節 参照。あるいは分布の最頻値,最 大値,最 小値等を比較の対象

とす ることもできるであろう。

〆
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ともできるものとする。サーチを しないで買 うときは行 き当た りばった りに売

手の ところへ行って買 うもの とする。そ して買 う行動に費用はかか らないがサ

ーチに費用がかかるものとする。 このときサーチを しないで買 うことに対 して

は価格に関す る確率分布り平均値を当て,サ ーチを して買 うことに対 しては期

待総費用(価 格 と総サーチ費用の和の期待値)を 考えて,前 者が小な らサ ーチ

を しないで買い後者が小ならサーチを してか ら買 うとよい と考えることができ
ロの

る。分布 の期 待値を(1)式 のsに 入 れ て対 応す るcをc*と す る と,1回 あ
　

た りのサ ーチ費用がC*よ り小 さけ れ ば サ ーチを しC*よ り大 きけ れ ば サ ーチを

しない ほ うが よいo

(A),(B),(C)を 比 べ る とサ ーチを行 わ な い こ とに対 してはあ る定数を

与 えてい ることにな り同 じであ るが,(A)の 場 合 はそ の値 が 個 人 に よって ち

が って くるのに対 して(B)の 場 合 は零,(C)の 場 合 は確 率分 布 の 期待 値 と

い うこ とでだれに とって も同 じ値 であ る◎た だ し(C)の 場 合 買手 が 直面 す る

価 格 につ いて の確率分 布は どの買手 に とって も同 じである とい う条 件 の もと

で,だ れに とって も同 じ値 とな る。 また(B)は(A)の 特殊 な場 合 と考 え ら

れ るが,(C)の 買 手 の直 面 して い る状況 は必ず しも(A)と に 同 じで は ない 。

(C)で は 買手 は 現 状 の ま まで い る こ とが許 されていないのに対 して,(A)で

は現状 の ま まで もあ る一 定 の値(一 般 的に は 効用)を 得 る こ とが で きる。 た だ

し(C)で は 買手 は サ ーチす る しな いに かかわ らず 買 う行動を起す ことに よ り

一一定の値 を得 るこ とが できる。 しか し行動を起す前においては どんな値 が得 ら

れるかは確実ではない。

もし(A)の 場 合 と同 じ状 況 の も とで低 い価 格のサ ーチを考え るとすれば,

そ れは 買手 が 売手 と価 格 の関 係 につ いて一部分は知 っている とい うことに他 な

らない。 この ときの買手はサ ーチを しないで もあ る確定 した価格 で買 うこ とは

で きるのである。 もちろんこの価格がサ ーチを行 った ときに比べて良い価格 で

あ るか ど うかは別の問題であ る。

逆 に考 えると,サ ーチを しない で 買 う場 合 に対 して,価 格 につ い て の確 率分

布 の期 待値 を当て る とい う(C)の 考 え方 は,買 手 は どの売 手 が どん な価格 で
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売 っているかについてまった く知 らない とい うことを仮定 としている。ただ し

価格の最低値,最 高値等の確率分布に関することは 完 全 に 知っているのであ

り,ど の売手が どの価格か とい うことだけを まった く知っでいないのである。

これに対 してサーチを しないことに対 して一定の値を当てる(A)の 場合はど

の売手が どの価格で売 るかについて一部分を知っていることを許 してお り,さ

らに残 りの売手 と価格の関係については価格についての確率分布を完全に知っ

ているとい うことになる。 このときは各個人が全体の うちどの程度売手 と価格
o

の関係を知 っているかに よ り,サ ーチを行 うか ど うか も,ま た サ ーチを行 う場

合 に は い つサ ーチを止め るか もちが って くる ことにな る。そ れぞれの買手の知

ってい る価格の中での最低価格がちがい,知 らない残 りにつ い て の確 率分 布 も

人に よってちがって くるか らであ るb

(C)の 場 合 はだ れ もが売 手 と価 格 の 関係を まった く知 らないで同 じ確率分

布に直面す るので,サ ーチを しな い こ とに対 して当 て られ る値が 同 じであるか

ぎ り,サ ーチをす るか ど うか も,ま た サ ーチを始 め た ときは い つ止め るか もま

った く同 じとな る。次に この(C)の 場 合 に,価 格 が正 規 分 布 に したが うとき,

1回 あた りのサ ーチ費 用 が ど うい う範囲な らサ ーチを行 うことになるかを求め
く　　ひ

てみ る。

'

4.正 規分布 の場合 にサ ーチを行 う条件

価格は平均 μ,分 散 σ2の正 規 分 布 に した が い,密 度 関数 を/(x),分 布 関

数 をF(x)と す る と,(1)式 よ り

・⊥ 染14コ`+鵡)(3)

を得 る。 この右辺 の第一項 は これが切断正規分布の期待値であ ることを用 い,

さ らに2=(S-・-Pt)/σ とお くこ とに よ り μ一σφ(ゑ)/φ(Z)と な る。 こ こで

φ(z)は 標 準正 規 分 布 の密度 関 数 で あ り,φ(z)は 分布 関 数 で あ る。 した が っ

⑪ 一様分布の場合については遠藤 〔1〕第2節 参照。

＼
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s=pt一gl¢(9≧+c
ψ(2) φω
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となる。 さ らに この式 とs=μ+σ2と い う関 係か ら

c=σ{⑳(z)十 φ(2)}F(4)

を得 る。

sは 期待 総 費用 を意 味 す るので,分 布 の期 待値 とサ ーチを 行 った ときの期待

総 費用を比較 して後者が小 さければサ ーチを したほ うが よい とい う前 節(C)

の考 え方 の も とでは,s〈 μな らサ ーチを した ほ うが よい とな る。 この ことは

2=(s一 μ)/σ に お いてoが 正 で あ るか ら,9〈0な らサ ーチ を した ほ う

が よい こ とを 意味す る。(4)式 か ら2=Oの ときはc=σ φ(z)と な る ので,
'

・〈・φ(z)一 毒 ≒・・399σt

ノ で　　ラ

な らサ ーチを したほ うが よい こ とになる。

以上 は逐次モデルの場合 であったが,固 定 サ ソプル ・サ イ ズ ・モ デル の場合

は次 の よ うにな る。1回 サ ーチ を行 った ときの期 待最 低価格 は μ,2回 行 った

く　

ときは μ一.564σ,3回 行 った と きは μ一.846σ,… とな る こ とを 用 い てサ ーチ

を1回 増 や した と きの最 低 価 格 の期 待値 の減少分 とサ ーチ費用が等 しくなる よ

うに最適サ ・一…チ回数を求あ ると,c==.282σ の ときは最 適 サ ーチ 回数 が2と な

り期 待 総 費用 が(μ 一.564σ)+2×.282σ ・・Ptと な る。 この こ とか ら

c<.282σ

な ら期 待 総 費 用 が μよ り小 さ くなるのでサ ーチを した ほ うが よい と推 測 され

る。逐次 モデルの場合 と比 べる とサ ーチを したほ うが よいサ ーチ費用の上 限が

小 さ くな ってい るo、

、

⑫ なぜ な ら④ 式に おいてdc/d2>0で ある。

⑬ ス テ ィグ ラー 〔7〕 参照。順 序統計量 の議 論か ら得 られ る。
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5.結 び にか え て

サ ー チ を 行 う 条 件
ノ

'

本稿では特にサーチを行 うか どうかの条件に注 目して,そ れ とサーチのモデ

ルが前提 としているい くつかの仮定 との関係について考察 した。一つの問題は
じ 　

どの売手がどんな価格で売 るかについて売手全体の うちの一部分を買手が知っ』

ているかどうかに関することであった。
7
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